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参男
画女
社共
会同

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月

に
発
表
し
た
世
界
各
国
の
男
女
格

差
を
測
る
指
標
に
よ
る
と
、
日
本

は
1
0
5
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

指
数
が
1
に
近
い
ほ
ど
男
女
が

平
等
で
あ
る
こ
と
を
示
す
数
値
で

す
が
、
日
本
は
先
進
国
で
最
低
水

準
が
続
い
て
い
ま
す
。
平
均
寿
命

な
ど
の
健
康
分
野
や
教
育
分
野
の

レ
ベ
ル
は
高
い
の
で
す
が
、
女
性

国
会
議
員
の
比
率
が
下
が
っ
た
こ

と
や
、
企
業
幹
部
の
女
性
の
割
合

が
1
割
に
留
ま
っ
て
い
る
な
ど
、

政
治
や
経
済
の
分
野
で
の
男
女
差

が
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
23
年
に
行
っ
た
下
野
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
市
民
意
識
調

査
に
よ
る
と
、
職
場
の
幹
部
職
員

へ
の
採
用
に
つ
い
て
「
平
等
に
な

っ
て
い
る
」と
答
え
た
人
は
29
・
1

%
い
ま
し
た
が
、「
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
も

34
・
8
%
に
上
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
男
女
差
を
縮
め
る
た

め
に
は
、
個
人
や
職
場
全
体
で
共

通
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課
☎（
40
）５
５
５
０

恋
人
が
、「
好
き
だ
か
ら
」「
心

配
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、
あ
な
た

の
携
帯
電
話
の
履
歴
を
い
つ
も
チ

ェ
ッ
ク
し
た
り
一
日
に
何
度
も
居

場
所
を
確
認
す
る
メ
ー
ル
や
電
話

を
し
た
り
し
て
、
友
人
関
係
を
制

限
す
る
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん

か
？嫌

が
っ
て
い
る
の
に
体
を
触
っ

た
り
避
妊
に
協
力
し
て
く
れ
な
い
、

気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
不

機
嫌
に
な
っ
た
り
!

で
も
、
恋
人
を
失
う
と
寂
し
い
、

相
手
を
支
え
ら
れ
る
の
は
私
だ
け

…
。

☆
嫌
な
こ
と
は
N
O
と
言
お
う

•
N
O
っ
て
言
わ
れ
て
も
傷
つ
く

必
要
は
な
い
よ

•
N
O
って
言
って
も
相
手
の
全
て

を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
よ

　

お
互
い
の
N
O
も
Y
E
S
も
両

方
大
事
に
で
き
る
こ
と
が
、
対
等

で
良
い
交
際
関
係
で
す
ね
。

　

恋
人
な
ど
親
密
な
間
柄
で
行
わ

れ
る
暴
力
を
デ
ー
ト
D
V
と
い
い

ま
す
。

■
相
談
日
及
び
時
間

月
〜
金
曜
日

　
（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
☎（
52
）1
1
1
4

台
風
、
暴
風
、
ひ
ょ
う
、
雪
災

な
ど
自
然
災
害
に
よ
る
住
宅
の
損

害
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
場
合
加

入
し
て
い
る
火
災
保
険
等
で
保
障

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
保
険
金
が
使
え
る
」

と
勧
誘
す
る
修
理
業
者
と
の
あ
い

だ
で
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
勧
誘
に
つ
い
て
は
、

必
ず
契
約
前
に
損
害
保
険
会
社
、

損
害
保
険
代
理
店
へ
ご
相
談
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）

■
土
曜
日
の
電
話
相
談
は
栃
木
県

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

☎
0
2
8（
6
2
5
）2
2
2
7

土
蔵
造
り
の
古
民
家
が
あ
る
小

金
井
地
区
は
、
日
光
街
道
15
番
目

の
宿
場
で
、
家
数
は
1
2
6
軒
、

本
陣
、
脇
本
陣
、
旅
籠
等
の
宿
は

40
数
軒
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
米
造
り
も
盛
ん
で
、
江

戸
へ
の
搬
出
は
半
田
河
岸
の
河
川

港
を
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た
農
家

が
旅
籠
、
茶
屋
を
営
む
者
も
い
た

よ
う
で
す
。

野
菜
造
り
、
五
穀
栽
培
の
ほ
か
、

男
は
往
還
稼
ぎ
や
草
履
造
り
、
女

は
木
綿
織
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
は
国
道
４
号
と
ほ
ぼ
重
な

っ
て
お
り
、
一
里
塚
は
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
軍
家
の
休
憩
所
と
な
っ
た
慈

眼
寺
は
、
新
田
義
兼
が
一
族
の
祈

願
所
と
し
て
建
立
し
ま
し
た
。
日

光
・
奥
州
街
道
の
第
15
宿
と
な
る

石
橋
宿
。
宿
名
は
池
上
明
神
前
に

架
け
ら
れ
て
い
た
石
橋
に
由
来
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
陣
・
脇
本
陣
・
問
屋
・
名
主

の
宿
役
人
は
い
ず
れ
も
伊
沢
家
が

務
め
、
現
在
も
伊
澤
茶
舗
や
伊
沢

写
真
館
等
、
伊
沢
姓
の
家
が
多
い

で
す
。　

伊
沢
家
は
宇
都
宮
氏
一
族
の
多

功
城
主
多
功
氏
に
仕
え
る
家
柄
で

し
た
が
、
戦
国
時
代
末
期
に
宇
都

宮
氏
が
没
落
す
る
と
石
橋
の
地
に

土
着
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
保
14
年（
１
８
４
３
年
）当
時

の
記
録
に
よ
る
と
、
石
橋
宿
は
町

並
み
南
北
５
町
28
間
（
約
５
９
６

ｍ
）、
人
口
４
１
４
人
、
家
数
79
軒
、

本
陣
１
、
脇
本
陣
１
、
旅
籠
30
軒

と
い
う
宿
場
規
模
で
、
北
条
雄
之

助
代
官
所
の
支
配
下
に
あ
る
幕
府

領
で
し
た
。
宿
名
は
明
治
期
か
ら

近
年
に
至
る
ま
で
石
橋
町
と
な
っ

て
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

 

再
発
見

で

まずは相談

『
下
野
市
ふ
る
さ
と
か
る
た
』

今
月
は「
ほ
」で
す

くらしの情報くらしの情報

Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

コ
ラ
ム

下
野
市
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎（
52
）1
1
6
8

「
保
険
金
が
使
え
る
」と
い

う
住
宅
修
理
サ
ー
ビ
ス
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

下
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
44
）4
8
8
3

国
分
寺
庁
舎
2
階生

活
安
全
課
内　

デ
ー
ト
D
V

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

　

日
本
は
世
界
第
1
0
5
位
！


